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要旨
本研究の目的は、幼児のタンタ＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムについて、（1）この
リズムはいつ頃から子どもの歌に現れたのか （2）子どもたちはこのリズムをどのように歌
っているのかを明らかにすることである。
研究の結果、（1）に関しては1900年の納所弁次郎・田村虎蔵共編『教科適用 幼年唱歌』
で＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムが画期的に増えたことが明らかになった。
（2）に関しては、歴史的音源、観察調査から1900年代と2016年現代の歌い方を明らかにし
た。国立国会図書館蔵の歴史的音源《花咲爺》、《兎と亀》、《浦島太郎》によると、1937年か
らタンタのリズムで歌われていたと考察する。そして現代（2016年）の保育所、認定こども
園の観察調査（《おべんとう》天野蝶作詞、一宮道子作曲の曲を使用）から、3歳児・4歳児
に関しては、8分音符+8分音符の部分を付点8分音符＋16分音符のリズムで歌っていたため、
曲全体がタンタのリズムになっていることが分かった。
キーワード：タンタ＜付点8分音符＋16分音符＞のリズム、歴史的音源、子どもの歌
1.研究背景
筆者は幼児期（1990年代）に、《あめふりくまのこ》（鶴見正夫作詞、湯山昭作曲）や《せ
かいじゅうのこどもたちが》（新沢としひこ作詞、中川ひろたか作曲）の歌が好きでよく歌
っていた。大学生になると、この2曲には特色ある譜例1のリズム＜タンタタンタ（付点8分
音符+16分音符）＞が非常に多く使われていることに気づいた。
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そして大学4年の時に、「このリズムは、子どもの歌に特有なものなのであろうか。詳しく
調べてみたい。」と関心を持った。
このリズムを、保育者がどのように感じているのかについては、全国大学音楽教育学会
（2009）1の資料が参考になる。全国大学音楽教育学会（2009）は、保育者を対象に明治時代
（滝廉太郎）から現代までの童謡、子どもの歌を洗い直し、現代の子どもたちや保育者たち
がぜひ歌ってほしい（知ってほしい）歌、また音楽的文化遺産として後世に伝承したい歌を
選曲するアンケート調査を実施した。表1は、保育者が選んだ楽曲1位から100位までの結果
をまとめたものである。これらの曲の中に、タンタのリズムがどの位使われているのかを検
証した。なお、塗りつぶした楽曲は、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが全体の5
割を超えているものである。
順位 曲名 順位 曲名
ぞうさん そうだったら いいのにな
たなばたさま 南の島のハメハメハ大王
チューリップ 雪
手のひらを太陽に バスごっこ
どんぐりころころ おもちゃのチャチャチャ
とんぼのめがね おかあさん
うれしいひなまつり こぶたのきつねこ
手をたたきましょう コンコンクシャンのうた
かたつむり 世界中のこどもたちが
犬のおまわりさん あめふりくまのこ
げんこつ山のたぬきさん おつかいありさん
しゃぼん玉 おはなが わらった
たきび にんげんっていいな
赤とんぼ 春が来た
一ねんせいになったら 小さい秋みつけた
おもいでのアルバム おはなしゆびさん
コイノボリ かわいいかくれんぼ
うみ 虫のこえ
お正月 めだかの学校
ことりのうた やきいも グーチーパー
表 1「保育者対象アンケート結果」2
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このアンケートの回答数は481件、回答率は54％という結果であった。
表1によると、100曲中26曲にタンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが5割を超える小
節があった（約26%）。この表1の結果から、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムは保
育現場において、保育者に好まれるリズムであることが分かる。
卒業論文では第1点として、音楽教育研究協会編（2010）3『幼児の音楽教育』に掲載され
ている楽曲81曲中30曲に＜タンタタンタ＞のリズムが使われていることを明らかにした。
また第2点として、2008年以前の『幼稚園教育要領』や『保育所保育指針』では、このリ
ズムに言及していない。
卒業論文では、子どもの歌にタンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが多用されてい
ることが分かったものの、いつ頃からこのリズムが現れたのか、また、実際に子どもたちが
このリズムをどのように歌っているのか明らかにすることができなかったため、さらに研究
を進めたいと考えた。
順位 曲名 順位 曲名
とんでったバナナ 桃太郎
すうじの歌 春の小川
てるてる坊主 うたえバンバン
アイ アイ おうま
お化けなんてないさ アイスクリームの歌
カレーライスのうた 世界で一つだけの花
みんなともだち 大きなたいこ
夕焼小焼 ドキドキドン！一年生
あわてんぼうのサンタクロース サっちゃん
紅葉 まっかな秋
やぎさんゆうびん ドロップスのうた
たのしいね なつの思い出
あくしゅでこんにちは
あめふり
靴が鳴る
うらしまたろう
うさぎとかめ 茶摘
ふしぎなポケット ツキ
とけいのうた 山のワルツ
鳩 花
春よ来い 手をつなごう
おなかのへるうた ともだちになるために
北風小僧の寒太郎 背くらべ
こおろぎ さくら
どんな色がすき 証城寺の狸ばやし
みかんの花咲く丘 かくれんぼ
七つの子 切手のないおくりもの
パンダうさぎコアラ きんたろう
おべんとう もみじ
汽車ポッポ 大きなうた
ありさんのおはなし トマト
肩たたき われは海の子
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2.先行研究
（1）大串健吾（2007）4は、ピアノ演奏において、日本人はタンタのリズムが不得意であ
ると述べている。大串の研究はピアニストや学生を対象にしており、幼児については触れて
いない。
（2）小川容子・嶋田由美（2016）5と小川容子（2011）6によると、大学生は等拍リズム（8
分音符+8分音符）をタンタのリズムで歌ってしまうことが分かった。その理由について①
歌詞によりふさわしいリズムとして長短リズムが選択され、②他の流行していた歌と混ざり
合うことで、「ぴょんこ」リズム7として内在化され、③変容と意識されることなく人々の間
に広く伝播していったのではないか」と仮説を立てているが、立証には至っていない。
（3）安田寛WEB連載「音痴と日本人」（2011）8によると、安田寛も子どもの歌にタンタ
＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムが多いことに注目しているが、子どもを対象にした実
際のデータはない。
3.研究目的
卒業論文では、音楽教育研究協会編（2010）『幼児の音楽教育』に掲載されている楽曲を
調査し、81曲中30曲にタンタのリズムがあったこと、また2008年以前の『幼稚園教育要領』
と『保育所保育指針』の音楽に関する内容を確認したところ、どちらも特にリズムや拍子の
規定はなく、このリズムに触れていないことまで明らかになっている。
そこで、本研究では、次の2点を明らかにしたい。
（1）＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムはいつ頃から子どもの歌に現れたのか。
（2）子どもたちはこのリズムをどのように歌っているのか。
4.研究方法
（1）日本で幼稚園ができた1876年頃からの＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムに関する
子どもの歌の資料・楽譜の収集、分析を行う。
（2）過去のレコードから、作曲された当時の楽曲の歌い方を調査する。なお、過去のレコ
ードは手に入らないため、国立国会図書館で所蔵されているデジタル化された歴史的音源を
資料とする。
（3）実際に保育現場に赴き、＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムをどのように歌ってい
るのかについて、3歳～5歳児を対象に調査し検証する。
5.研究倫理
調査においては、倫理的配慮に基づき、東洋大学大学院福祉社会デザイン研究等倫理委員
会に調査内容を提出し承認を得た（許可番号H28‐17S）。また、研究にあたり被験者の保護
幼児の音楽表現における付点 8 分音符＋ 16 分音符のリズム
― 323 ―
者に研究の内容を説明し、被験者が特定されることがないよう匿名化すること、研究目的以
外では使用しない事、データの保存と破棄等の説明をし、被験者の保護者から不明な点が寄
せられた場合はその都度対応することにし、研究への参加の同意を得た。
6.＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムはいつ頃から子どもの歌に現れたのか
（1）歌集の分析および結果
表2に示したフレーベルの幼稚園教育の中で一番初めに作られた歌集『母の歌と愛撫の歌』
から、タンタのリズムが顕著にみられる時代までの歌集を譜例2の方法で分析した。
なお、前奏・間奏・後奏は含めず、歌詞の部分のみを分析対象にした。
1）フレーベル『母の歌と愛撫の歌』
フリードリヒ・ヴィルヘルム・フレーベル（Friedrich Wilhelm Fröbel, 1782~1852）は、
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1840年ドイツ東部のバード・ブランケンブルク
に、世界で最初の幼稚園となるキンダーガルテ
ン（Kindergarten）を創始した人物として知
られている。また、フレーベルは、幼稚園教育
の中で一番最初に歌う歌集として “Die Mutter 
und Koselieder”（『母の歌と愛撫の歌』）を作
成した。
コール原曲の『母の歌と愛撫の歌』出版以
後、今日に至るまでたくさんのエディションが
出版されており、その中でもコールの作曲を原
詩付きで忠実に復元・翻訳したものが熊谷周子
編（1991）10『母の歌と愛撫の歌』であると言
われている11。そのため、今回は熊谷周子編著の『母の歌と愛撫の歌』に掲載されている愛
撫と遊びの歌43曲の中から（熊谷周子作曲の8曲は除く）、＜付点8分音符+16分音符＞のリ
ズムがどれだけあるのかを分析した。
その結果、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが1つでも使用されていた楽曲は、
43曲中32曲（約74％）。また、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが全体の5割を超
えている楽曲は、43曲中10曲（約23％）であった。
2）『保育唱歌』
1876（明治9）年に日本で最初の幼稚園である東京女子師範学校附属幼稚園（現在のお茶
の水女子大学附属幼稚園）が開設され、3歳からの3年保育を行った。保姆たちは、『万葉集』
『古今集』などから選んだ歌詞に、宮内省式部寮雅楽課に作曲を依頼し、1877（明治10）年
に『保育唱歌』が編纂された。『保育唱歌』（1877～1882年末）を分析した結果、タンタ＜付
点8分音符+16分音符＞のリズムが1つでも使用されていた楽曲は、92曲中12曲（約13％）。
また、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが全体の5割を超えている楽曲は、92曲中
0曲であった。
3）文部省音楽取調掛編纂『幼稚園唱歌集』
1887（明治20）年に文部省音楽取調掛が『幼稚園唱歌集』を編集発行する。
『幼稚園唱歌集』の分析の結果、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが1つでも使
用されていた楽曲は、29曲中2曲（約6％）。また、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズ
ムが全体の5割を超えている楽曲は、29曲中0曲であった。
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4）納所弁次郎・田村虎蔵共編『教科適用 幼年唱歌』
明治30年代、文学の世界で起こっていた言文一致運動と平行して、話し言葉と一致した詞
によって唱歌を作ろうという運動が起こる。この中心となった人物が、納所弁次郎、田村虎
蔵などの作曲家たちであり、石原和三郎、佐々木信綱、大和田建樹らの文学者と組んで言文
一致唱歌の創作を始め、出来上がったのが『幼年唱歌』である。
表3～12は、『幼年唱歌』にどれだけ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムがあるのか、分
析結果をまとめたものである。今回分析に使用した楽曲は、江崎公子（1991）12『音楽基礎
研究文献集第18巻』に掲載されている楽曲全88曲である。『幼年唱歌』は、尋常小学校第1学
年から第4学年を対象としており全10冊出されている。京阪神連合保育会（1904）13によれば、
《金太郎》《兎と亀》《浦島太郎》を幼稚園でも歌う教材として扱っているため、筆者は「『幼
年唱歌』は、児童を対象にしているものの、幼児にも広く親しまれた歌集だったのではない
か」と推察する。
分析は音符及び数字譜で判断した。なお、表3から表12で塗りつぶした楽曲は、タンタ＜
付点8分音符+16分音符＞のリズムが全体の5割を超えているものである。
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
雲雀 2/4
金太郎 2/4
桜 2/4 なし なし
めぐれ 2/4 なし なし
開いた開いた　 2/4 なし なし
桃太郎 2/4
友達 2/4 なし なし
蛍 2/4 なし なし
表 3「『幼年唱歌』の楽曲分析 初編上巻」
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
猿蟹 2/4
運動会 2/4
お月様 2/4
雁 2/4 なし なし
浦島太郎 2/4
兵隊 2/4 なし なし
大寒小寒 2/4 なし なし
雪だるま 2/4
表 4「『幼年唱歌』の楽曲分析 初編中巻」
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番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
お正月 2/4
花咲爺 2/4
たこ 2/4
梅 2/4 なし なし
お雛様 2/4
親と子 4/4 なし なし
舌切雀 2/4
進め 2/4
表 5「『幼年唱歌』の楽曲分析 初編下巻」
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
春の野 2/4
蝶々 2/4
大江山 2/4
池に金魚 2/4 なし なし
兎と亀 2/4
鷲 2/4
蜻蛉 2/4
松山鏡 4/4 なし なし
表 6「『幼年唱歌』の楽曲分析 二編上巻」
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
日の丸 2/4
神武天皇 2/4
虎 2/4
蜜蜂 2/4
海 2/4 なし なし
稲 2/4
日本武尊 2/4
牛と馬 2/4
表 7「『幼年唱歌』の楽曲分析 二編中巻」
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番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
羽子 2/4
金鵄勲章 2/4
毬 2/4 なし なし
加藤清正 2/4
雪投 2/4
烏 4/4 なし なし
笛と太鼓 2/4 なし なし
牛若丸 2/4
表 8「『幼年唱歌』の楽曲分析 二編下巻」
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
春の山 2/4
和気清麿 2/4
燕 2/4 なし なし
潮干狩 2/4
北条時宗 2/4
蝙蝠 2/4
平重盛 4/4
汽車 2/4
新田義貞 2/4 なし なし
海水浴 2/4
表 9「『幼年唱歌』の楽曲分析 三編上巻」
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
日本三景 2/4
皇恩 4/4 なし なし
大和男児 4/4
森蘭丸 2/4
菅公 4/4 なし なし
年の暮 6/8 なし なし
養生 2/4
護良親王 2/4
鴬 2/4
野遊び 4/4 なし なし
表 10「『幼年唱歌』の楽曲分析 三編下巻」
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表3から表12をまとめた結果、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが1つでも使用
されていた楽曲は、88曲中62曲（約70％）である。また、タンタ＜付点8分音符+16分音符
＞のリズムが全体の5割を超えている楽曲は、88曲中50曲（約57％）であったことから、『幼
年唱歌』の時に＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが爆発的に増えたことが分かる。また、
拍子については、2拍子が圧倒的に多く、88曲中71曲にも上る。
5）共益商社編集『幼稚園唱歌』
東京女子高等師範学校教官で附属幼稚園批評掛の東基吉発案のもと、1901（明治34）年に
出来上がった話し言葉の唱歌集が『幼稚園唱歌』である。分析の結果、タンタ＜付点8分音
符+16分音符＞のリズムが1つでも使用されていた楽曲は、20曲中8曲（約4％）。また、タン
タ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが全体の5割を超えている楽曲は、20曲中4曲（約2
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
海の世界 2/4
近江聖人 4/4 なし なし
山路の旅 2/4
夕立 2/4
蜂 2/4
汽船 2/4
菊 2/4 なし なし
行軍 2/4
徳川光国 2/4
源平の戦 2/4
表 11「『幼年唱歌』の楽曲分析 四編上巻」
番号 曲名 小節数 拍子 タンタが含まれる小節数 タンタの数
二宮尊徳 3/4
鶏 2/4
大砲 4/4
国旗 3/4
五港 2/4
凱旋 4/4
水鳥 4/4 なし なし
雪景色 6/8 なし なし
卒業の歌 2/4
明治の御代 3/4
表 12「『幼年唱歌』の楽曲分析 四編下巻」
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％）であった。
6）戸倉はる・天野蝶・一宮道子 共著『うたとゆうぎ』
今現在（2016年）も多くの幼稚園、保育所で歌い継がれているタンタ＜付点8分音符+16
分音符＞のリズムが多い歌の1つに、《おべんとう》の歌がある14。この歌が初めて掲載され
たのが、1949年の『うたとゆうぎ』で、日本女子大学で長く教鞭をとった一宮道子の作曲で
ある。分析の結果、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが1つでも使用されていた楽
曲は、12曲中7曲（約58％）。また、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが全体の5割
を超えている楽曲は、20曲中2曲(約17％)であった。
7）杉山雅美・加藤明代編集 常葉大学短期大学部幼児音楽研究会編　『幼稚園教諭・保育士
養成課程 幼児音楽資料集　子どもの歌』
今現在（2016/11/19）調べた中で、曲集が多く、尚且つ、幼稚園教諭・保育士養成のため
に作成されたものに、杉山雅美・加藤明代編集常葉大学短期大学部幼児音楽研究会編
（2012）15『幼児音楽資料集子どもの歌』がある。杉山雅美・加藤明代編集（2012）16にどれ
だけ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムがあるのか、分析結果をまとめたものである。今
回分析に使用した楽曲は、杉山雅美・加藤明代編集（2012）に掲載されている楽曲全267曲
である。
その結果、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが1つでも使用されていた楽曲は、
267曲中121曲（約45％）。また、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが全体の5割を
超えている楽曲は、267曲中65曲（約24％）であった。
また、同時期に出された全国大学音楽教育学会（2013）17『明日へ歌い継ぐ日本の子ども
の歌－唱歌童謡140 年の歩み』においても、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが全
体の5割を超えている楽曲が、153曲中39曲（約25％）にみられた。
（2）楽譜上にみる付点8分音符+16分音符のリズムに関する考察
表13は、1.『母の歌と愛撫の歌』～7.『幼児音楽資料集 子どもの歌』までの歌集分析結果
をまとめたものである。各歌集の分析については、次の3項目にまとめることができる。
1）フレーベルが＜付点8分音符+16分音符＞のリズムを推奨したわけではないこと。
2）言文一致歌詞の『幼年唱歌』で＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが画期的に増えたこ
と。
3）現代における子どもの歌にも、＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが根強く残っている
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こと。
このように、子ども向けの歌集の変遷から＜付点8分音符+16分音符＞のリズムがいつ頃
どのようにして子どもの歌に出現してきたのか、その過程を明らかにすることができたが、
なぜ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムを取り入れたのか、そのはっきりとした理由につ
いては確認できなかった。
7.子どもたちはこのリズムをどのように歌っていたか
（1）歴史的音源
タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが、子どもに好まれる要因を明らかにするた
めにも、作曲された当時1900年代の子どもたちがどのように歌っているのか調べることが必
要である。
1900年代に発表された当時の楽曲の音源をすべて手に入れることは困難であるため、2011
年から国立国会図書館で聞くことが可能になった歴史的音源から、筆者の研究に関連する楽
曲について調査することにした。
調査対象楽曲とする歌は、1900年初頭から1950年頃までに国内で製造されたSP盤及び金
属原盤等に収録された、音楽・演説等の音源をデジタル化したものを収録している国立国会
図書館の歴史的音源から選択し、聞くことした。
また、楽曲は現代（2000年代）においても、広く歌い継がれている有名な曲が望ましいと
考え、第1章の部分で分析した杉山雅美・加藤明代編集（2012）18に載っている1900年から
1911年に発表された楽曲にした。
以上の点から、次の5曲を選択した。
番号 歌集名 曲数 タンタが5割を超える曲数 タンタがある曲数
母の歌と愛撫の歌（1844）1
2
3
4
5
6
7
43
92
29
88
20
12
267
0
0
10（約23％） 32（約74％）
保育唱歌(1877～1883) 12（約13％）
幼稚園唱歌集(1887) 2（約6％）
幼年唱歌(1900) 50（約57％） 62（約70％）
幼稚園唱歌(1901) 4（2％） 8（4％）
うたとゆうぎ(1949) 2(約17％) 7（約58％）
子どもの歌(2012) 65（約24％） 121（約45％）
表 13「歌集分析結果」
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1）1900（明治33）年に『幼年唱歌 初編上巻』で発表された
《金太郎》（石原和三郎作詞、田村虎蔵作曲）
2）1901（明治34）年に『幼年唱歌 初編下巻』で発表された
《花咲爺》（石原和三郎作詞、田村虎蔵作曲）
3）1901（明治34）年に『幼年唱歌 二編上巻』で発表された
《兎と亀》（石原和三郎作詞、納所弁次郎作曲）
4）1911（明治44）年に文部省編集『尋常小学唱歌　第一学年用』で発表された
《桃太郎》（岡野貞一作曲、作詞者不明）
5）1911（明治44）年に文部省編集『尋常小学唱歌 第二学年用』で発表された
《浦島太郎》（乙骨三郎作詞、作曲者不明）
（2）歴史的音源の聴取結果・考察
全て曲が発表された当初の音源ではなく、発表されてから最も近いものでも16年ほど経っ
た音源であった。
そのため、楽曲が発表された当時の歌い方とは、多少異なるかもしれないことを先に述べ
ておく。
表14は《金太郎》、《花咲爺》、《兎と亀》、《桃太郎》、《浦島太郎》の歴史的音源の聴取結果
をまとめたものである。
以上から《金太郎》、《花咲爺》、《兎と亀》（1937～）、《浦島太郎》の歌に関しては、タン
タのリズムが甘いと感じることはあったものの、全て楽譜通りのリズムで当時の人々に歌わ
れていたことが分かった。また、タンタのリズムが甘い（＜付点8分音符+16分音符＞のリ
ズムの比率3：1にはなっていない）と感じたのは、各曲一番最初に聞いた年代の歌がその後
の年代の歌と比べると、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムの箇所を全体的にゆる
やかに、のばすように歌っていたためである。
そして、《兎と亀》、《浦島太郎》に関しては徐々にタンタの歌い方が鋭くなっていった。
しかしながら、各曲の調査した年代においては、ばらつきがあり「この年代の人々はタン
タのリズムが甘い」や「何年からタンタのリズムが鋭くなった」という、はっきりとした年
代の区分はできなかった。また、表22に示す歌手らは、少女童謡歌手やレコード歌手として
活躍している人物であるため19、一般的な子どもの歌い方として認識するには難しい点があ
る。
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筆者は「1900年前後はタンタのリズムで歌えていないが、徐々に変化していき1950年代に
入ると、タンタのリズムで歌えるようになっているのではないか」と予想していたのだが、
1937年の《花咲爺》、《兎と亀》、《浦島太郎》から分かるように、すでに1930年代後半からタ
ンタのリズムで歌えていたことが分かった。このことから、《花咲爺》、《兎と亀》、《浦島太
郎》に関しては、非常に早い段階から当時の人々によりタンタ＜付点8分音符+16分音符＞
のリズムで正確に歌われていたことになる。
8. 2016年の子どもたちはこのリズムをどのように歌っているか
（1）調査内容
1）調査楽曲の選出
子どもたちに歌ってもらう楽曲は、角藤智津子・古川哲也・加藤明代・大輪公壱（2006）20、
角藤智津子・古川哲也・加藤明代・大輪公壱（2009）21から、保育現場で広く子どもたちに
歌われており、かつタンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが非常に多い《おべんとう》
（天野蝶作詞、一宮道子作曲）の歌を選択した。
この楽曲を選択した理由は、普段の園生活の中でよく歌っている《おべんとう》（天野蝶
作詞、一宮道子作曲）の歌を現代の子どもたちはどのように歌っているのか調査することに
した。
《おべんとう》の歌は、第1章の歌集分析結果からも分かるように、戸倉はる・天野蝶・一
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宮道子共著（1949）22や杉山雅美・加藤明代編集（2012）23においても、タンタ＜付点8分音
符+16分音符＞のリズムが5割を超えている。24
2）対象
調査対象児は、埼玉県内のA保育所に通っている3歳児12名、4歳児5名、5歳児6名の計23
名と、茨城県内のB認定こども園に通っている3歳児21名、4歳児20名、5歳児30名の計71名
である。A保育所とB認定こども園合わせて計94名の子どもたちに協力してもらった。
3歳児からを対象にした理由は、音楽教育研究協会が出している『幼児教育・保育士養成
のための新編幼児の音楽教育―音楽的表現の指導―』（2010）25によると、3歳児は、初めか
ら終わりまで歌をうたえる子が多くなり、またグループで一緒に歌い踊ることに尻込みしな
くなるとあることから、3歳児から集団で歌をうたいきることができると判断し、3歳児から
を対象とした。
3）倫理的配慮
調査をお願いしたいずれの園においても、事前に園に伺い、調査目的・内容を伝えた上で
観察調査の了承を得た。なお、調査においてビデオ撮影をさせていただくにあたり、保護者
に同意書を配布し、保護者の同意を得た子どものみを観察した。
4）時期
・A保育園
同意書配布（2016年11月2日～8日）観察調査日（2016年11月16日）
・B認定こども園
同意書配布（2016年11月4日～14日）観察調査日（2016年12月2日）
5）調査方法
1900年頃から歌い継がれている＜付点8分音符+16分音符＞リズムを、現代（2016年）の
子どもたちはどのように歌っているのか（「楽譜通りに歌っているのか？」、「それとも違っ
たリズムで歌っているのか？」）を、《おべんとう》（天野蝶作詞、一宮道子作曲）「おべんと
おべんとうれしいな♪」の歌を子どもたちに歌ってもらうことを通して調査する。
子どもたちには年齢別に集団で歌ってもらう。調査方法は、以下の通りである。
①＜付点8分音符+16分音符＞のリズムが多い《おべんとう》（天野蝶作詞・一宮道子作曲）
の歌を、普段園で歌っているように1番2番を通して2回歌ってもらう。その際の伴奏の音源
は各園に任せる。
②子どもたちが歌っている様子をビデオで撮らせていただき、＜付点8分音符+16分音符＞
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のリズムを子どもたちがどのように歌っているのかを調査する。
6）使用楽譜
伴奏楽譜は、右手部はメロディー部分を演奏し、左手部はタンタが含まれない音構成とな
っている。
A保育所で使用されているのは、小林美実編（1975）26『こどものうた200』であり、B認
定こども園で使用されているのは、聖徳大学聖徳大学短期大学部音楽Ⅰ研究室（2011）27
『子どもと歌おう！《新版》幼児とともに』である。
なお、両園ともメロディー部分は全く同じである。メロディー部分を譜例3に示した。
7）分析方法
子どもたちが《おべんとう》の＜付点8分音符+16分音符＞のリズムをどのように歌って
いるかを判断する。
判断基準は、①正確なリズムで歌っている。
　　　　　　②3連符に近いリズムで歌っている。
　　　　　　③その他のリズムで歌っている。
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（2）観察調査における結果
1）A保育所
譜例4の丸部分は、3歳、4歳、5歳児ともに上手にタンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリ
ズムで歌えていた箇所である。
①3歳児12名
自然に振り付けをつけて歌う。タンタのリズムで歌えているが、リズムの取り方はやや甘
く、＜付点8分音符+16分音符＞のリズムの比率3：1にはなっていない。特に、譜例4の四角
部分はリズムの取り方が甘くなってしまう。
また、実際の歌い方は譜例5に示したように、8分音符+8分音符の部分も付点8分音符+16
分音符のリズムで歌っていたため、すべてがタンタのリズムになっていた。
②4歳児5名
自然に振り付けをつけて歌う。3歳児よりも、タンタのリズムの取り方はより正確になっ
ており、歌詞もはっきり聞き取れる。
譜例4の四角部分に関しても、3歳児よりはタンタのリズムの取り方が鋭くなっている。
しかしながら、実際の歌い方は3歳児同様、譜例5に示したように8分音符+8分音符の部分
も付点8分音符+16分音符のリズムで歌っていたため、すべてがタンタのリズムになってい
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た。
③5歳児6名
正確なリズムで落ち着いて歌っており、付点音符のため方が上手くなっている。
振り付けに関しては、ばらつきがあり、周りの友達の様子を見て、友達がしていないとわ
かると、振り付けをつけずに歌っていた。（全員振り付けなしで歌う）
譜例4の四角部分に関しては、3歳、4歳児よりもタンタのリズムで歌えており鋭さが増し
ている。
このことから、実際の歌い方は譜例4の通りであり、付点8分音符+16分音符のリズム部分
（比率3：1）も正確に歌うことができている。
2）B認定こども園
B認定こども園では、《おべんとう》の歌の2番の終わりに「おててをあわせましょう」（ド
レミファソファミレド）とうたって歌が終わる。「おててをあわせましょう」の部分は付点
がないため、B認定こども園の3歳、4歳、5歳児は等拍と付点のリズムの違いが理解できて
いるといえる。
譜例6の丸部分は、3歳、4歳、5歳児ともに上手にタンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリ
ズムで歌えていた箇所である。
①3歳児21名
自然に振り付けをつけて歌う。タンタのリズムで歌えているが、リズムの取り方はやや甘
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く、＜付点8分音符+16分音符＞のリズムの比率3：1にはなっていない。特に、譜例6の四角
部分はリズムの取り方が甘くなってしまう。
また、実際の歌い方は譜例7に示したように、8分音符+8分音符の部分も付点8分音符+16
分音符のリズムで歌っていたため、すべてがタンタのリズムになっていた。
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②4歳児20名
自然に振り付けをつけて歌う。3歳児よりも、タンタのリズムの取り方はより正確になっ
ており、歌詞もはっきり聞き取れる。
譜例6の四角部分に関しても、3歳児よりはタンタのリズムの取り方が鋭くなっている。
しかしながら、実際の歌い方は3歳児同様、譜例7に示したように8分音符+8分音符の部分
も付点8分音符+16分音符のリズムで歌っていたため、すべてがタンタのリズムになってい
た。
③5歳児30名
振り付けをつけながら、正確なリズムで落ち着いて歌っている。
譜例6の四角部分に関しては、3歳、4歳児よりもタンタのリズムで歌えており、鋭さが増
している。
このことから、実際の歌い方は譜例6の通りであり、付点8分音符+16分音符のリズム部分
（比率3：1）も正確に歌うことができている。
（3）観察調査における考察
筆者が調べたところによると、現代（2000年代）の子どもたちがタンタのリズムをどのよ
うに歌っているのかという研究はなされておらず、この観察調査で2016年現代の子どもたち
がどのようにタンタのリズムを歌っているのか、初めて明らかにすることができたことにな
る。
A保育所、B認定こども園の3歳児、4歳児、5歳児は《おべんとう》（天野蝶作詞、一宮道
子作曲）の歌のリズムをしっかりと覚え、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムで歌
えていたといえる。特に、5歳児に関しては、正確なリズムで歌うことができていた。また、
《おべんとう》の歌の振り付けに関しては、どちらの園においても大きな違いはなかった。
このことから、3歳児の時点でタンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムを意識しながら
歌うことは可能であり、さらに年齢を重ねていくと、自然にタンタ＜付点8分音符+16分音
符＞のリズムを鋭くして歌えるようになることが明らかになった。
歴史的音源の聴取結果では、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムの取り方は、年
代によって徐々に正確になると述べたが、観察調査の結果から、タンタ＜付点8分音符+16
分音符＞のリズムの取り方は、時代の変化ではなく、年齢によって徐々に正確になっていく
ことが明らかになった。
9.結論
（1）＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムはいつ頃から子どもの歌に現れたのか。
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幼稚園と関連の深い歌集を年代を追って研究した結果、1900年の納所弁次郎・田村虎蔵共
編『教科適用 幼年唱歌』で＜付点8分音符＋16分音符＞のリズムが画期的に増えたことが分
かった。
（2）子どもたちはこのリズムをどのように歌っているのか。
1920年代から1950年代の歌い方について述べると、歴史的音源《花咲爺》、《兎と亀》、《浦
島太郎》では、楽譜通りに1937年からタンタのリズムで歌われていたと考察する。
また、歴史的音源《桃太郎》については1927～1931年の演奏は楽譜通りであったが、1952
年の演奏では8分音符+8分音符の部分をタンタのリズムで歌っていた。
さらに、現代（2016年）の保育所、認定こども園の観察調査（《おべんとう》天野蝶作詞、
一宮道子作曲の曲を使用）から、3歳児・4歳児に関しては、8分音符+8分音符の部分を付点
8分音符＋16分音符のリズムで歌っていたため、すべてがタンタのリズムになっていた。
10.今後の課題
今後は以下の2点を追究したいと考える。
（1）《おべんとう》（天野蝶作詞、一宮道子作曲）の歌では、現代の子どもたちは身体表現
を伴っていた。歌う活動だけでなく、タンタ＜付点8分音符+16分音符＞のリズムによる身
体の動きにも注目していきたい。
（2）タンタのリズムとスキップは関連があると考えているが、必ずしもタンタのリズムが
なくともスキップはできることから、現在は研究の途中になっているので、今後はこの点に
ついても究めたい。
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Summary
The study is aimed at elucidating (1) when infant’s tanta “an attachment point eighth note 
+a sixteeth note” rhythm appeared in nursery rhymes and (2) how children sing along to 
this rhythm.
Concerning (1), the study reveals that the use of “an attachment point eighth note +a 
sixteeth note” rhythm had dramatically increased since the release of “Kyoka Tekiyo, 
Yonen Shoka” by Benjiro Nosho and Torazo Tamura in 1900. As to (2), the study elucidates 
how songs were sung in the 1900s and 2016, based on historical audio source and observational 
investigation. According to the historical audio source of “Hanasaka Jijii”, “Usagi to Kame” 
and “Urashima Taro”, it is assumed that they were sung in rhythm which goes tanta since 
1937. In observational investigations conducted at today’s (2016) day-care centres and 
certified children’s centres (using the song “Obento” with lyrics written by Cho Amano and 
music composed by Michiko Ichinomiya), children aged three and four were singing in 
quaver + semiquaver rhythm, so all of them were in rhythm that went tanta.
Keywords: tanta “an attachment point eighth note +a sixteeth note” rhythm, historical 
audio source, nursery rhymes.
Rhythm of an attachment point eighth note +a 
sixteeth note in infant’ s musical expression
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